










要約 先天性副腎皮質過形成症(以下 CAH)の新生児マス・スクリ一ニングの二次精検にお

ける血清17α一hydroxyprogesterone(以下17-OHP)の ELISA法による測定の妥当性につい

て検討した。ELISA 法は高感度で再現性にすぐれ測定法が簡便で一般検査室での取り扱い

が可能であった。CAH 未治療患児 2名はそれぞれ 720.0ng/ml,366.4ng/ml,マス・スクリー

ニング偽陽性児4名の平均は3.88士 2.43ng/mlと明らかに鑑別可能であった。本法はHPLC

法に比し迅速性にやや欠ける点を除けば二次精検としてすぐれた方法であり今後広く用い

られる条件を備えている。 


